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海
　
外
　
日
　
誌

丈
部
省
在
外
研
究
員

（
三
十
一
）

山
　
本

一

清

大
正
十
三
卑
†
二
月
二
十
五
日
（
木
）

朝
十
一
時
、
近
く
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
薩
拝
に
二
つ
象
ら
、
に
か
ら
す
も
英
國

か
ら
來
ら
れ
だ
ば
か
り
の
駒
井
氏
夫
妻
に
三
つ
公
。

　
午
後
匡
室
住
氏
定
三
人
つ
れ
で
、
散
歩
し
て
、
ア
イ
フ
エ
ル
塔
の
中
段
ま
で
登

り
、
蹄
途
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
墳
墓
々
見
糞
。

　
夜
に
イ
タ
リ
や
街
の
電
氣
館
で
「
ゴ
ニ
ス
の
商
人
」
亡
い
ふ
活
動
鑑
な
見
六
Q

十
閣
臨
月
曝
回
十
六
日
（
金
）

　
午
前
中
に
天
刑
盗
Q

　
午
後
一
．
時
好
、
至
人
で
、
ア
ン
ゾ
リ
ド
停
車
場
か
ら
電
車
に
の
り
、
ま
も
な
く

ム
ー
下
ン
着
9
そ
れ
か
ら
村
の
廣
揚
に
ラ
プ
ソ
イ
の
像
な
ご
落
穴
後
、
工
め
し
い

天
二
丁
の
門
内
の
、
景
色
の
好
い
テ
ラ
ス
為
暫
く
散
歩
。
初
代
の
盤
長
ジ
ャ
ン
セ

ン
の
像
た
見
旗
。
一
古
い
城
跡
が
此
の
「
天
徳
物
理
の
天
爵
豪
」
ビ
し
て
用
ゐ
ら
れ

て
る
ろ
の
ば
思
ひ
付
き
に
に
違
い
な
い
け
れ
ご
、
旧
註
室
ビ
研
究
室
亡
が
五
六
丁

も
離
れ
て
み
る
の
に
、
さ
ぞ
不
便
だ
ら
う
ビ
思
ロ
れ
る
。
自
分
等
に
し
茨
も
、
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

め
、
入
口
々
さ
が
す
の
に
可
な
り
ま
ご
一
し
六
。
楽
長
に
不
在
で
あ
っ
六
が
案

内
さ
れ
て
、
大
き
な
太
陽
鏡
や
分
光
爲
眞
機
、
包
丁
及
び
三
十
二
吋
赤
賢
愚
姦
見
、

其
の
他
、
ペ
ロ
i
氏
の
干
渉
計
や
，
、
二
三
歴
吏
的
器
械
な
ご
見
た
Q
四
十
吋
の
大

反
射
鏡
が
使
ほ
れ
て
み
な
い
の
に
惜
し
い
。
一
総
じ
て
、
こ
㌧
も
貧
乏
風
に
院
さ

れ
て
、
人
も
少
な
く
剛
経
費
も
不
足
で
、
研
究
匿
俸
潜
が
ち
電
ば
氣
の
毒
。

十
島
月
＝
十
七
日
（
土
）

　
朝
ば
零
落
塵
O
ー
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ビ
の
マ
ク
ス
・
チ
ル
フ
寮
長
が
去
る
二
十
三

日
牡
牛
座
に
送
行
中
の
彗
星
ら
し
い
一
天
鐙
な
襲
見
し
糞
蜜
い
ふ
電
報
な
知
力
。

　
夕
方
、
駒
井
氏
か
訪
ひ
、
同
氏
夫
妻
亡
四
人
で
、
湖
月
で
晩
餐
Q

十
二
月
二
十
紅
日
（
日
）

　
一
ご
ゴ
ロ
闘
の
内
に
、
イ
タ
リ
ー
へ
向
け
、
パ
リ
存
出
糞
す
る
つ
も
り
で
、
今
日
ば

終
日
宅
で
荷
作
り
。
一
天
氣
も
悪
い
の
で
外
出
の
心
も
起
ら
な
い
。

十
二
月
隔
轍
十
九
日
（
月
）

　
午
前
中
、
天
文
豪
。
　
新
着
の
ポ
廿
ユ
ラ
ー
・
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
十
二
月
號
に
自
分

の
太
陽
研
究
の
一
抜
粋
が
載
り
、
叉
、
同
時
に
貰
い
索
大
英
天
文
協
會
誌
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

號
に
に
、
先
日
の
自
分
の
ア
ド
ソ
ス
が
好
く
載
っ
て
み
る
の
を
見
ろ
。

　
午
後
に
爾
人
で
外
出
し
て
、
リ
デ
リ
通
り
で
買
ひ
も
の
。

　
伊
太
利
フ
ヒ
ソ
ン
ツ
ェ
天
瀬
馨
の
ア
ベ
チ
墓
長
よ
り
丁
寧
な
招
待
歌
が
來
六
！

見
事
な
英
丈
で
。

十
二
月
三
十
日
（
火
）

　
午
前
中
は
例
に
よ
り
天
文
塵
。

　
折
角
、
荷
作
り
ま
で
も
や
り
、
明
後
日
に
愈
々
パ
号
々
立
つ
つ
も
り
で
ば
あ
っ

距
が
、
天
丈
盛
に
未
だ
何
亡
な
く
獲
つ
力
仕
事
が
あ
ろ
や
う
に
感
じ
、
英
子
も
同

様
パ
リ
な
離
れ
に
く
㌧
思
ふ
の
で
、
急
に
決
心
為
醗
し
、
｝
月
の
中
旬
ま
で
今
の

ま
、
滞
在
な
つ
ぐ
け
る
書
決
め
六
〇
六
め
に
、
始
め
計
噛
し
て
ゐ
カ
バ
ソ
ス
チ
ナ

籏
行
に
無
期
延
期
ぜ
な
る
。

　
近
報
に
よ
れ
ば
、
玉
璽
ゾ
ー
ド
天
文
璽
に
に
「
瀞
ン
ド
天
丈
ク
ラ
ブ
」
書
い
ふ
も

の
が
生
れ
六
二
。
そ
れ
見
よ
、
肖
分
の
町
並
し
六
通
り
。

十
二
月
窪
十
即
日
（
水
）

　
朝
九
時
牛
か
ら
、
や
は
り
、
天
丈
塵
へ
。

　
午
後
、
英
子
建
散
歩
し
て
、
川
端
の
ゴ
ー
チ
エ
ー
・
平
ラ
ー
店
で
本
年
度
の
経

度
局
年
報
た
買
つ
実
。
一
こ
ん
な
も
の
が
日
本
で
で
も
出
与
れ
ば
便
利
で
あ
り
。

叉
、
敏
育
的
だ
ら
う
ビ
思
ふ
Q

　
パ
溺
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
よ
り
も
、
む
し
ろ
新
年
潜
「
層
樂
し
む
ど
い
ふ
露
分
ば
、

實
に
意
外
で
あ
っ
六
。
此
頃
も
、
や
ば
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
以
來
の
店
々
の
賑
ば
ひ

ば
、
日
に
一
潜
ず
ば
か
り
で
、
嚢
へ
な
い
。
イ
タ
リ
や
街
や
モ
ン
マ
ー
ト
ル
あ

六
り
に
夜
警
為
過
ぎ
て
盆
工
事
が
出
盛
ろ
オ
は
「
流
石
に
パ
リ
な
ら
で
に
」
定
、
驚

か
さ
れ
ろ
。

大
露
十
四
年
口
月
日
日
（
木
）

　
今
日
か
ら
天
丈
時
な
う
も
の
が
滅
び
て
、
天
丈
上
の
時
刻
が
十
二
日
定
同
じ
も

の
に
な
ろ
。

三
五
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元
旦
に
も
拘
ら
ず
．
殆
ん
ざ
お
書
聖
ま
で
司
れ
坊
た
し
六
〇
午
後
、
爾
人
で
散
歩

に
出
で
、
瀞
ア
・
ド
・
プ
ー
逸
士
ニ
ウ
潜
、
サ
ン
・
〃
ル
i
門
か
ら
歩
き
歩
｝
、
、
高

恩
で
都
寂
な
此
の
森
の
公
園
に
の
ん
び
り
定
時
問
た
費
し
れ
後
、
夕
方
蹄
宅
Q

i
御
正
月
の
し
る
し
に
、
今
夕
ば
大
き
な
海
老
た
買
ひ
込
ん
で
來
て
、
食
卓
た
飾

つ
れ
。

陶
月
舳
闇
日
（
金
）

　
朝
九
蒔
坐
・
か
ら
、
天
丈
皇
へ
行
く
Q
入
口
で
バ
ヨ
ー
蔓
長
に
會
つ
糞
ら
。
「
圖

書
係
り
が
休
暇
で
休
ん
で
居
ま
す
が
、
室
が
開
き
ま
す
か
知
ら
ん
？
」
定
心
配
顔

で
あ
っ
表
が
、
小
使
君
が
開
け
て
く
れ
れ
Q
I
ふ
ぐ
＼
ヰ
ル
ソ
ン
山
か
ら
招
か
れ

て
來
て
る
ろ
リ
チ
ー
教
授
亡
其
の
凄
い
工
場
が
島
の
天
文
蔓
の
三
階
為
占
領
し
て

み
る
こ
ぜ
た
知
つ
六
。

　
風
定
雨
ビ
が
張
い
。

剛
月
三
日
（
土
）

　
や
匡
り
，
午
前
中
匡
天
丈
盛
Q
I
前
年
の
上
牛
期
た
以
っ
て
、
正
式
主
導
の
小

遊
星
の
鍛
が
一
〇
二
四
星
に
江
つ
糞
Q

　
天
氣
が
悪
い
O
今
日
匡
パ
リ
・
ロ
ン
下
ン
間
の
あ
ら
一
9
る
交
通
か
止
ま
っ
て
且

つ
大
定
の
こ
定
。

剛
月
四
日
（
日
）

　
一
日
中
、
在
宅
し
六
Q
時
々
、
室
住
氏
の
室
川
訪
れ
て
話
し
六
〇

　
薪
聞
に
よ
お
虐
、
昨
日
、
来
國
か
ら
エ
ー
ル
大
著
天
丈
嘉
の
シ
レ
ー
シ
ン
ヂ
ヤ

ー
塵
長
が
新
し
い
二
十
七
吋
の
爲
眞
望
遠
鏡
た
携
へ
て
、
當
國
シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
に

着
い
糞
亡
い
ふ
Q
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
罵
れ
ば
、
同
天
文
・
蔓
の
出
張
所
が
南
ア
フ

リ
カ
の
ジ
ヨ
ハ
ネ
ス
バ
ー
グ
に
設
け
ら
れ
ろ
た
め
の
、
姦
長
の
出
張
途
上
で
あ
る
Q

い
よ
く
ツ
ヨ
ハ
ネ
ス
バ
ー
グ
が
、
エ
ー
ル
及
び
ラ
イ
デ
ン
爾
天
丈
塵
ビ
聯
合
し

て
Y
南
牛
球
の
肝
腎
な
所
に
な
る
日
が
實
現
さ
れ
る
の
だ
。

閏
月
五
B
（
月
）

　
朝
、
天
明
蔓
例
の
通
り
。
凝
り
に
ア
ラ
ゴ
通
り
へ
出
て
、
ア
ラ
ゴ
の
大
き
な
銅

像
祉
見
六
。

　
午
後
、
本
屋
た
あ
さ
り
歩
き
、
近
刊
の
瀞
ケ
氏
天
丈
學
史
其
の
他
た
激
つ
糞
Q

一
月
六
日
（
火
）

三
六

　
朝
、
天
丈
蔓
行
き
。
久
し
ぶ
り
に
暖
か
で
、
空
も
美
し
く
晴
れ
。
行
く
途
中
、

ア
ダ
ム
・
ヒ
〃
ガ
ー
の
店
へ
寄
っ
て
、
學
術
器
械
雑
誌
一
班
た
買
ひ
、
近
頃
シ
メ
イ

ス
天
文
豪
に
買
匡
れ
て
行
つ
糞
四
十
吋
反
射
鏡
の
記
事
潜
出
力
Q
一
今
日
匡
午
後

も
弓
丈
一
式
へ
行
き
、
リ
チ
ー
氏
に
合
自
っ
糞
。

　
夕
方
、
散
歩
し
て
見
る
亡
、
ソ
ル
ボ
ヌ
大
學
の
天
文
台
に
燈
火
が
つ
い
て
み
る

謬
観
人
た
で
も
案
内
し
て
み
ろ
の
か
。

日
月
七
日
（
水
）

　
午
前
中
、
天
愚
身
Q

　
午
後
匡
爾
人
で
散
歩
、
駒
井
氏
な
訪
ね
れ
。

　
今
艮
か
ら
パ
可
で
は
國
際
経
濟
山
隠
が
始
ま
る
の
で
、
新
聞
紙
上
に
大
宰
ぱ
ひ
。

四
月
八
日
（
木
）

　
珍
ら
し
く
氷
が
張
つ
れ
ほ
こ
．
今
日
匡
パ
可
も
寒
い
。

　
朝
の
う
ち
1
1
天
丈
璽
。
ベ
ル
リ
ン
天
文
計
算
局
か
ら
の
本
年
度
の
小
遊
星
表
が

遡
れ
。

　
午
後
ま
ち
潜
歩
い
て
、
始
め
て
日
本
人
會
へ
日
本
萩
聞
な
．
ε
た
見
に
行
つ
糞
。

劇
月
　
日
（
金
）

　
朝
匡
天
丈
壷
。

　
午
後
、
ス
ユ
ゼ
街
に
フ
ラ
ン
ス
天
丈
學
會
の
事
務
所
潜
訪
ひ
、
世
話
役
の
パ
ロ

ー
氏
に
會
ひ
、
賢
切
物
に
揖
て
る
る
望
耳
鏡
や
天
交
書
な
ご
に
つ
い
て
　
聞
吾
、
合

ぜ
六
。
會
員
の
吻
門
客
な
ご
が
可
な
り
あ
っ
て
、
老
人
の
受
配
吉
相
當
に
忙
ぱ
し

い
ら
t
い
。

　
夜
、
英
子
p
μ
武
林
方
へ
行
｝
つ
ナ
F
の
で
、
自
分
に
宜
ハ
の
噛
穿
り
迎
へ
。

欄
月
十
日
（
土
）

　
身
丈
壷
へ
行
つ
六
ら
、
ロ
ー
ヤ
ル
函
丈
學
會
の
月
報
十
一
月
號
が
着
い
て
、
自

分
の
丈
が
載
っ
て
み
ろ
。
＋
一
月
號
が
今
日
現
ば
れ
葦
厳
、
少
々
攣
な
氣
が
す

る
ほ
こ
遅
い
O

　
午
後
、
英
子
書
共
に
日
本
人
會
へ
晩
餐
潜
食
べ
に
行
つ
旗
。
其
の
時
、
ふ
亡
、

机
上
の
一
雑
誌
奄
見
て
、
東
京
天
丈
墓
が
愈
々
去
る
九
月
一
日
以
來
三
鷲
村
の
新

敷
地
に
移
つ
六
こ
書
写
知
つ
糞
。

剛
月
十
口
日
（
日
）
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・
由
れ
が
旦
肌
後
の
ノ
パ
リ
の
n
R
曜
n
開
で
、
、
牟
－
後
匡
ル
i
辞
ソ
〃
堂
大
術
一
州
へ
．
行
キ
・
、
今
ユ
よ

で
に
見
残
し
て
置
い
六
エ
ジ
プ
ト
ρ
バ
ザ
ロ
ニ
ア
の
資
円
物
、
そ
れ
か
ら
ツ
イ
王

朝
時
代
の
立
滋
な
什
器
な
ご
を
見
表
。
中
に
も
、
バ
ビ
ロ
ニ
ア
部
に
月
の
紳
や
金

星
の
紳
や
木
星
の
紳
の
面
白
い
像
謬
見
、
又
、
エ
ヂ
プ
㍗
部
で
有
名
な
デ
ン
デ
！

ら
の
星
座
の
書
為
見
世
の
ば
興
味
が
あ
っ
糞
。

回
月
十
ニ
ロ
（
月
）

　
頑
丈
蔓
で
、
天
丈
史
の
著
者
瀞
ケ
氏
に
會
つ
た
Q

　
午
後
二
時
頃
、
同
志
肚
の
大
塚
、
恒
藤
爾
氏
來
訪
。
久
々
の
面
會
で
、
御
互
ひ

の
族
行
の
話
し
な
ご
す
る
〇

一
見
十
三
且
（
火
）

　
天
丈
皇
で
最
近
の
ネ
チ
ユ
ア
誌
た
見
糞
ら
、
シ
ユ
ス
タ
、
教
授
が
蓋
し
初
め
て

パ
リ
天
富
豪
で
ル
ゴ
リ
エ
ー
蜜
長
に
會
つ
た
蒔
の
逸
話
が
載
っ
て
み
る
の
潜
讃
ん

で
齎
自
い
．
マ
」
思
つ
六
Q
1
毎
日
、
シ
ゴ
ー
ー
エ
1
の
像
た
仰
ぎ
な
が
ら
此
の
天
文
聖

に
出
入
し
て
み
る
自
分
に
取
っ
て
に
。

　
夕
刻
、
若
い
バ
ヨ
ー
氏
亡
同
夫
人
書
た
案
内
し
て
、
吾
々
二
人
ば
ケ
プ
ソ
ル
街

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

の
湖
丹
へ
口
本
食
潜
食
べ
に
討
つ
れ
。
す
き
や
き
に
何
れ
も
御
尋
に
召
し
☆
が
、

ヘ
　
　
ヘ
　
へ

さ
し
み
匡
夫
人
の
方
が
持
て
絵
し
て
ゐ
ら
れ
六
の
ば
御
氣
の
毒
。
一
・
其
の
時
の
話

に
、
自
分
ば
「
エ
ト
フ
ル
の
近
く
の
某
街
の
裏
に
、
上
か
ら
見
れ
ば
、
一
つ
の
天
文

ド
ー
ム
が
見
え
ろ
の
ば
何
で
す
か
」
ミ
聞
く
書
、
「
あ
れ
ほ
ア
ス
ト
リ
ア
・
ホ
テ
ル
の

も
の
で
す
が
、
戦
事
中
、
あ
れ
が
ド
イ
ツ
に
内
院
し
て
、
色
々
の
情
報
為
逡
っ
て

（
無
線
で
）
ゐ
糞
も
の
で
す
」
ビ
の
親
明
で
あ
っ
糞
。

臨
日
浄
四
日
（
水
）

　
午
前
中
に
天
丈
墓
Q
近
頃
糞
見
の
チ
シ
フ
彗
星
が
十
一
年
週
期
の
も
の
だ
マ
」
い

ふ
電
報
が
來
て
の
れ
が
、
こ
ん
な
も
の
か
？

　
夕
方
、
日
本
人
會
へ
行
っ
て
、
三
二
氏
定
、
御
互
ひ
に
腫
れ
の
晩
餐
。

回
月
呼
五
島
（
木
）

　
天
丈
助
量
へ
行
く
の
ゆ
μ
、
い
よ
く
A
コ
ロ
日
が
筍
取
後
Q
リ
チ
｝
氏
に
網
野
課
し
糞
序
で

に
、
奨
の
大
き
な
ガ
ラ
ス
磨
春
工
場
な
上
瓦
て
貰
つ
表
Q
ぬ
チ
ー
氏
は
ヤ
ー
キ
ー

ス
の
二
十
四
吋
や
、
ヰ
ル
ソ
ン
山
の
六
十
吋
や
百
吋
な
ご
の
大
鏡
辞
み
が
き
上
げ

匠
人
で
、
全
く
「
二
十
世
紀
の
大
ハ
ー
シ
ェ
ル
」
亡
紳
名
さ
れ
る
人
で
あ
ろ
が
、
目

下
ば
此
の
パ
リ
に
來
て
、
二
百
四
十
吋
直
書
亡
い
ふ
途
方
も
な
い
大
き
な
天
丈
鏡

の
製
作
に
從
事
し
て
ゐ
ら
れ
ろ
。
勿
論
、
造
れ
に
ば
　
ラ
ス
か
纏
ぎ
合
ぜ
ろ
の
で
、

其
の
六
め
の
特
窺
な
セ
メ
ン
ト
硯
究
に
永
い
時
日
た
費
さ
れ
六
が
、
其
れ
匡
成
功

し
六
書
て
、
責
物
為
見
ぜ
ら
れ
六
り
し
六
〇

　
午
後
、
宅
で
荷
作
り
Q
三
時
頃
、
ト
ラ
ン
ク
一
つ
亡
カ
バ
ン
一
つ
当
為
先
づ
リ

オ
ン
停
車
揚
に
．
蓮
ぶ
。

　
今
日
、
朝
、
峰
谷
女
史
、
叉
正
午
に
ほ
松
本
（
敏
）
、
永
井
爾
践
に
來
砺
ぜ
ら
れ
、

久
し
ぶ
り
の
話
し
潜
し
六
〇

一
月
・
爽
臼
（
金
）

　
今
日
ぱ
パ
リ
田
獲
の
日
Q
朝
か
ら
淺
つ
六
大
小
荷
物
を
し
ば
り
上
げ
、
午
後
に

ば
此
等
を
停
車
場
に
尊
び
、
全
く
宿
を
引
き
佛
つ
訊
ム
。

　
午
後
九
時
牛
、
0
ヨ
ン
停
車
場
か
ら
マ
ル
セ
イ
ユ
行
き
の
急
行
列
車
に
の
る
O

人
ば
込
ま
す
、
車
内
で
歳
々
オ
眠
つ
公
。

剛
月
傘
士
日
（
金
）

　
朝
十
島
マ
ル
セ
イ
ユ
曲
寡
）
此
の
地
ば
曾
て
來
索
こ
オ
が
あ
っ
て
、
地
理
ば
好
く

わ
か
っ
て
み
ろ
。
す
ぐ
、
日
本
郵
船
二
子
支
店
へ
行
き
、
荷
物
の
事
や
、
乗
船
切

符
の
件
に
つ
き
、
交
渉
為
す
ま
ぜ
、
午
後
ぱ
暇
為
利
用
し
て
、
前
に
見
朝
し
て
置

い
直
シ
ャ
ト
ー
・
デ
ブ
島
へ
舟
遊
び
に
出
か
け
六
Q
パ
リ
亡
違
っ
て
、
流
石
に
南
佛

の
空
ぱ
美
し
い
し
、
風
も
穏
か
で
、
全
く
好
い
心
持
で
あ
っ
象
。
城
内
の
巌
窟
に

射
し
六
一
物
で
も
な
か
つ
カ
け
れ
ご
。

　
午
後
七
畦
牛
マ
ル
セ
イ
ユ
獲
車
、
セ
ノ
ゾ
に
向
ふ
。

一
月
十
晶
ハ
B
（
日
）

　
夜
の
二
時
牛
伊
太
利
國
境
を
越
え
て
、
ギ
ン
チ
ミ
リ
ア
着
。
こ
、
で
例
に
よ
り

税
關
三
嘆
Q
そ
れ
か
ら
午
前
四
一
（
申
欧
時
刻
）
同
所
た
護
し
、
心
地
よ
く
眠
り
つ

、
行
一
く
中
に
，
、
曲
覇
九
時
セ
ノ
ゾ
着
。
こ
、
で
乖
舎
り
か
へ
、
イ
タ
「
一
。
刀
宰
エ
ラ
の

明
ろ
い
景
色
潜
見
な
が
ら
南
下
す
。

　
午
後
一
時
、
ピ
サ
に
着
く
。
こ
』
で
ば
何
よ
り
も
先
づ
市
の
北
端
の
大
寺
院
境

内
へ
行
き
、
有
名
な
斜
塔
に
登
つ
糞
。
「
ガ
リ
レ
ナ
が
此
の
上
か
ら
物
か
落
し
て
、

落
下
の
法
則
々
人
々
に
驚
明
し
六
］
こ
ビ
な
ご
思
ひ
な
が
ら
見
ろ
O
衣
い
で
ド
ー

ム
の
中
の
天
井
か
ら
長
く
吊
さ
れ
六
燈
な
見
て
、
叉
、
「
之
れ
で
ガ
リ
ソ
ナ
ば
振
子

三
七
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の
等
週
期
た
獲
製
し
索
の
だ
」
ミ
い
ふ
事
も
興
味
深
く
見
糞
Q

　
ピ
サ
の
翌
翌
の
光
景
や
、
ア
ル
ノ
川
の
流
れ
な
ご
ば
左
程
に
も
興
味
た
惹
か
な

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
へ

か
つ
九
〇
日
が
か
ん
ノ
へ
書
照
り
つ
け
て
斗
植
物
の
少
な
い
艶
の
市
艮
吾
々
に
取

っ
て
可
な
η
殺
風
景
に
見
え
れ
Q
そ
れ
よ
り
も
、
や
ば
り
、
所
謂
「
ガ
リ
ソ
ナ
の

生
れ
家
」
蜜
い
ふ
馬
の
た
狡
い
街
路
の
一
方
に
見
糞
こ
書
が
、
さ
ま
ぐ
の
連
想

な
．
そ
」
つ
て
、
幾
度
亡
な
く
其
の
前
た
低
回
ぜ
し
め
索
O

　
午
後
六
時
ピ
弔
獲
。
入
時
牛
ブ
イ
レ
ン
ジ
エ
に
比
湿
、
永
テ
ル
．
バ
リ
ナ
ニ
に
入

ろ
。夙

月
十
九
日
（
月
）

　
午
前
中
に
、
ド
ー
ム
、
パ
ラ
ソ
ナ
・
ゴ
キ
オ
、
　
ラ
ウ
リ
館
、
ウ
ブ
イ
チ
美
術
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

等
潜
見
索
。
流
石
に
イ
タ
リ
ト
堅
甲
の
藝
術
都
市
で
、
此
の
種
の
見
物
が
多
い
公

め
、
短
時
日
に
見
る
の
匡
可
な
り
忙
し
い
。
全
く
、
第
一
流
の
作
品
に
の
み
限
ら

な
け
れ
ば
到
底
日
が
足
り
な
い
。

．
午
後
に
二
時
頃
か
ら
電
車
で
郊
外
ア
ル
ツ
ェ
ト
リ
に
行
き
、
天
野
墓
た
訪
れ

た
ゆ
生
憎
、
弓
長
に
不
在
で
あ
っ
象
が
、
偶
然
、
、
墓
長
の
父
君
に
會
つ
た
。
叉
、

一
助
手
が
親
切
に
建
物
の
内
外
た
案
内
し
．
て
く
れ
ら
れ
た
た
め
、
＋
一
当
の
赤
道

儀
や
、
九
吋
の
爲
眞
望
蓮
鏡
や
、
立
派
な
研
究
室
や
囲
書
室
た
見
る
こ
亡
が
出
來

れ
。
卜
し
、
ガ
リ
レ
オ
が
佳
ん
だ
ア
ル
ツ
エ
ト
リ
の
家
書
い
ふ
の
が
、
天
文
墓
の

屋
上
か
ら
も
見
え
カ
Q
盗
聴
、
又
、
來
る
ビ
約
束
し
て
置
い
て
、
今
夕
ば
宿
に
二

つ
六
ら
、
入
時
頃
に
な
っ
て
、
墓
長
徳
ら
吾
々
の
ホ
テ
ル
へ
來
訪
ぜ
ら
れ
、
明
日

ば
朝
、
．
大
望
の
開
校
式
に
案
内
す
ろ
ぐ
二
戸
に
れ
れ
。

一
月
，
十
日
（
火
）

　
今
日
ば
野
地
の
大
鷺
開
校
式
が
十
時
か
ら
あ
る
の
で
、
吾
々
に
天
丈
弓
長
ア
．
ベ

チ
氏
夫
妻
に
案
内
ぜ
ら
れ
、
胴
揚
に
入
り
、
最
前
の
好
い
席
な
興
へ
ら
れ
六
〇
式

に
ほ
鶴
野
大
臣
が
臨
席
し
、
ビ
シ
ヨ
プ
や
総
長
な
ご
の
税
僻
も
あ
っ
て
、
可
な
り

面
白
い
．
も
の
で
あ
っ
れ
が
、
言
葉
が
総
て
イ
タ
リ
ー
語
で
、
了
解
し
に
く
い
、
そ

れ
に
時
節
柄
、
學
生
れ
ち
が
政
治
．
的
（
反
フ
ソ
シ
ス
チ
の
）
示
威
蓮
動
な
や
つ
六
り
、

し
て
非
常
に
式
場
が
騒
々
し
か
．
つ
れ
O

　
式
後
、
自
分
等
に
豪
長
等
ビ
別
れ
て
、
、
ま
つ
ア
カ
デ
ミ
に
ミ
ク
ラ
ン
セ
ロ
の
傑

作
「
ダ
ギ
デ
し
な
ご
た
見
、
後
、
》
テ
美
術
館
で
ラ
フ
ァ
エ
ル
の
作
な
ご
為
見
、
糞
。

三
八

そ
れ
か
ら
一
二
時
に
．
に
、
約
束
の
如
く
、
　
ホ
テ
ル
に
瞬
己
り
塾
｝
更
に
ス
プ
ラ
ン
ツ
ヤ
ー

氏
の
自
働
車
に
の
ぜ
ら
れ
て
、
ア
ル
ツ
エ
ト
リ
の
天
文
蔓
に
行
つ
六
〇
天
丈
墓
で

匡
、
蔓
弊
宅
で
敏
授
夫
妻
に
迎
え
ら
れ
、
テ
イ
潜
頂
き
な
が
ら
談
笑
。
夕
刻
、
丈

部
大
臣
ブ
イ
デ
！
ソ
段
の
一
行
が
天
文
墓
へ
來
魏
．
ら
れ
た
の
で
、
一
分
匡
台
長
．

書
共
に
之
れ
な
迎
え
六
。
大
臣
ば
弓
丈
墓
蓮
鏡
の
親
明
を
き
く
よ
り
も
、
屋
上
か

ら
見
下
す
ブ
イ
レ
ン
ソ
ェ
市
の
景
色
の
方
が
御
氣
に
召
し
れ
ら
し
い
。
1
一
行

が
去
ら
れ
六
後
、
自
分
に
台
長
に
つ
れ
ら
れ
て
、
二
十
ニ
メ
ー
ト
ツ
の
太
陽
塔
に

登
つ
穴
Q
塔
ば
未
完
成
で
1
1
あ
ろ
が
、
南
奇
り
の
好
い
位
置
に
置
か
れ
、
ド
ー
ム

の
大
き
さ
も
可
な
り
大
き
く
直
下
に
ば
深
さ
十
メ
ー
ト
ッ
の
井
戸
炬
堀
り
、
全
く

ヰ
ル
ソ
ン
山
の
六
十
呪
塔
亡
同
じ
檬
な
も
の
で
あ
る
が
爲
眞
観
測
等
の
器
械
類
匡

蓬
か
に
新
式
の
も
の
ら
し
い
。
何
ミ
し
て
も
、
ヰ
ル
ソ
ン
山
な
除
い
て
匡
、
全
敏

洲
に
比
た
見
な
い
。
島
の
設
備
が
見
事
に
進
捗
し
つ
・
あ
る
の
を
見
る
の
に
愉
快

で
あ
っ
公
。
雌
天
丈
台
ほ
目
下
太
陽
の
紅
型
観
測
上
の
慢
界
の
や
央
局
で
あ
る
が
、

將
來
ば
太
陽
學
の
方
面
に
更
に
重
大
な
ろ
も
の
亡
な
う
だ
ろ
う
。

　
夕
方
下
肉
、
ド
ー
ム
の
近
く
の
沢
ロ
ニ
ア
亭
で
生
粋
の
ブ
イ
ソ
ン
ン
ェ
料
理
々

食
べ
、
午
後
十
一
畔
小
†
、
　
ロ
ー
マ
行
一
キ
・
の
漁
…
宣
・
に
の
る
〇

一
月
二
十
［
日
（
水
）

　
朝
七
時
心
†
ロ
ー
マ
鴫
盾
ホ
テ
ル
キ
リ
ナ
ー
ル
に
入
る
。

　
ロ
ー
マ
の
見
物
ば
、
ま
つ
、
コ
リ
γ
ウ
ム
（
張
形
野
天
劇
揚
）
か
ら
始
め
、
有
名

な
フ
ォ
ル
へ
電
パ
ラ
チ
ノ
丘
上
の
墨
跡
た
も
、
一
秘
話
見
力
。
何
ぐ
」
言
っ
て
も
斗

二
千
年
前
の
古
い
跡
為
目
の
前
に
見
る
こ
定
ば
、
総
て
の
も
の
か
勿
禮
な
い
程
に

思
ば
れ
六
。

　
フ
オ
ル
ム
ビ
パ
ラ
．
チ
ノ
丘
マ
」
で
、
可
な
り
疲
れ
六
の
で
、
午
後
ば
ゴ
ネ
チ
ア
廣

場
で
エ
マ
ヌ
エ
ル
王
紀
念
堂
た
見
九
の
ち
、
賑
ば
し
い
現
代
市
街
に
出
で
、
大
學

や
パ
ン
チ
．
オ
ン
な
ご
准
見
れ
。
そ
れ
か
ら
、
夕
暮
近
く
、
ポ
ポ
品
等
揚
か
ら
車
焉

准
駆
っ
て
街
路
た
見
な
が
ら
宿
に
鶴
る
o


